















































































































































































































































































・ 日々、目前のことに追われ、課題を意識して行為する余裕 （18人） （8人）
がなかった。







































































学生 初回実習後 次回実習後 増減数 学生 初回実習後 次回実習後 増減数
1 54 59 十5 22 65 84 十19
2 62 67 十5 23 67 71 十4
3 56 58 十2 24 64 73 十9
4 56 64 十8 25 62 82 十20
5 52 60 十8 26 72 85 十13
6 55 67 十12 27 86 88 十2
7 59 64 十5 28 70 85 十15
8 54 69 十15 29 71 61 一 10
9 64 68 十4 30 73 70 十7
10 65 73 十8 31 72 80 十8
11 52 73 十21 32 63 77 十14
12 63 68 十5 33 56 71 十15
13 70 73 十3 34 71 83 十12
14 58 66 十8 35 55 65 十10
15 68 65 一 3 36 53 71 十18
16 58 74 十16 37 70 89 十19
17 69 71 十2 38 66 71 十5
18 59 70 十11 39 55 82 十27
19 67 77 十10 40 60 71 十11
20 71 78 十7 41 56 77 十21

















平　　均 標準偏差 平　　均 標準偏差 （次回一初回）
1 3．07 0．82 3．61 0．80 ヨー0．54
2 3．51 0．75 4．15 0．61 十〇．64
3 2．68 0．79 3．59 0．84 十〇．91
4 3．32 0．82 3．71 0．64 十〇．39
5 3．00 0．74 3．54 0．60 十〇．54
6 3．73 0．87 4．15 0．76 十〇．42
7 3．85 0．76 4．10 0．77 十〇．25
8 4．22 0．82 4．49 0．71 十〇．27
9 3．15 0．82 3．71 0．72 十〇．56
10 2．78 0．99 3．32 0．79 十〇．54
11 3．76 0．83 4．02 0．85 十〇．26
12 2．90 0．77 3．46 0．74 十〇．56
13 3．05 0．59 3．63 0．70 十〇．58
14 2．63 0．66 3．10 0．80 十〇．47
15 2．88 0．64 3．34 0．57 十〇．46
16 2．90 0．66 3．54 0．64 十〇．64
17 3．15 0．82 3．54 0．87 十〇．39
18 2．61 0．77 3．00 0．77 十〇．39
19 3．17 0．74 3．41 0．89 十〇．24
20 2．83 0．63 3．27 0．67 十〇．44
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自己課題の達成をあざす意欲を促進する働き」においてとらえることができた。
　本研究では，この評価法の学生における効果に焦点を置き考察してきたが，もう一方の指導
者側における効果についてもここで触れておきたい。
　指導者としては，この評価法の実施から，個々の学生の成長に関する情報が得られるだけで
なく，全体的な実習状況や実習指導の検討課題にっいての情報を得られたことを最大の効果と
して挙げたい。
　そして，これらの自己評価の結果を手がかりにしながら，必要に応じた個別カウンセリング
（実習や進路・適性に関する相談，実習国側の評価と自己評価のギャップにっいての検討）や達
成度の評価平均が低い項目群の検討とそれらへの行為法による対策などに取り組み実習事前・
事後指導をより効果のあるものとしていことを考えている。
　今後の研究課題としては，学生の自己課題意識の発展，その選択傾向の変化と達成度との関
係にっいての研究がある。本論文中で述べたように，実習における自己課題の意識の仕方にっ
いてのアンケートからは，学生の課題関係への多様なかかわり方が把握でき，いくっかの問題
提起にも出会うことができた。
　これからもこれらの研究を進あ，学生の実習状況の実態にしっかりと対応した実習事前・事
後指導を探求していきたいと考えている。
〈付記〉本研究は，数年間にわたる行為法による実習事前・事後指導の共同研究の成果が基盤となり，
まとめることが可能になった。この共同研究グループの大戸美也子，日吉佳代子，森邦子，春原由紀の
各氏に心より感謝の意を表します。
（注1）全国保母養成協議会関東ブロックにおける研究助成の対象研究となり，1191年から2年間にわた
り，共同研究を行った。その研究成果は参考文献（2）一（6）等に発表している。
（注2）行為法とは，関係学の理論と心理劇の技法を基礎に，さまざまな場面を設定し，そこで参加者が
いろいろな役割を取り合いながらふるまい，感じ，考えることにより，参加者の表現や認識行為を深
め合い，発展させる方法である。教育方法として展開する行為法では，未来において出会うような場面
や過去に出会った場面の状況に構造的に対応する場面を設定して，即興劇を展開し，そこで得たさまざ
まな役割体験を素材にして学習を進めていくところに特色がある。
　　参加者は多様な役割体験を通して，新たな視点，感じ方，ふるまい方を発展させ，日常生活におい
ても，参加者が行為のレベルで自発性，創造性，柔軟性を発揮できるようになることがめざされている。
（引用文献）
（1）春原由紀「教育技法としての「自己評価法」」「研究紀要　第12号」埼玉純真女子短期大学　1997
（2）関係学会・関係学ハンドブック編集委員会編「関係学ハンドブック」関係学研究所，1994
（3）同上
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